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千葉県における日常食品からの環境化学物質の一日摂取量（第‡報）  

保坂 久義  吉岡  康  加藤 嘉久  佐伯 政信  

milylntake of Enviromentals Chemicals fromDaily FoodsinChibaPrefefecture（Ⅱ）   

HisayoshiI8SAKA，YasushiYOSHIOKA，Yoshihisa KjYrO and Masanobu SAEKI  

Ⅰ まえがき  

人が1日にどれだけの環境汚染物質等を摂取している  

かを把握することは，食品の安全性評価と人の健康上重  

要である。我々は1984年度に引き続き，マーケットバス  

／－ヶット方式によるl■日常食品中の汚染物摂取量調査”  

（厚生省委託事業，斉藤行生研究班）に参加し，千葉地  

域における農薬，PCB，金属の1日摂取調査を行った  

ので報告する。  

氾群：肉類，迎群：乳製品）からの由来であり，BHC  

が71．7％，ディルドリンが51．4％，DDT類が87．6％，  

ヘプタクロール，PCBが100％の比率であった。  

1）BHC：大部分の群から検出されたが，特にX群  

と氾群が30％づつ，ついでⅦ群が11％を占めていた。  

BHCの異性体構成比は動物性食品群と植物性食品群（  

Ⅰ，Ⅱ，Ⅴ，Ⅵ，1札 Ⅷ群）で大きく異なり，植物性食  

品群ではα，r体だけでβ体は検出されなかった。一方  

動物性食品群ではβ体60．6％と最も多く次いでα体25％，  

r体11．0％，∂体3．3％の川貞であった。   

2）ドリン剤：ディルド、リンだけがⅠ，Ⅵ，Ⅸ群以外  

から検出された。   

3）DDT：Ⅹ，氾群で80％を占め，異性体構成比で  

はPPLDDEが97．2％と大部分を占めている。   

4）へブタクロール・エポキシド：動物性食品群のみ  

から検出された。   

5）除草剤：今回検出されたのは，X群のベンチオカ  

ーブだけであり，その由来はシジミからであった。   

6）PCB：氾群の肉類にのみ検出された。  
2）   

表－5に本調査の1日摂取量と汚染物研究班による全   

国平均値およびFAO／WHOが設定した1日摂取許容量  

（A！D・Ⅰ）を示した。千葉地域の1日摂取量はすべ  

ての項目において全国平均値を下迫っていた。又，A・  

D・Ⅰの定められている，BHC，DDT，ディルドリ  

ン，マラチオン，MEP，ダイアジノン，PCBのすべ  

てがA・D・Ⅰ値を大きく下廻っていた。   

2．金属   

表－6に金属の食品群別濃度および1日摂取量，図－  

6～8に各金属の食品群別摂取量比を示した。また，表  

－7に各金属の1日摂取量について，全国平均値，A・  

D・Ⅰ値および1日所要量との比較を示した。  

1）Na，K，Ca，鳩，PおよびFe   

これら金属は必須金属であり，各金属とも全食品群よ  

り検出された。1日摂取量について全国平均値と比較し  

てみると，Naが30％程度低かったが，その他は同水準で  

あった。  

Ⅱ 実験方法   

1．分析試料：国民栄養調品関東Ⅰ地区（千葉県  
を含む）に基づき，89種の食品種から最も摂取頻度の高  

い品目を選定し，1984年5月15日～5月31日の間に千葉  

市内で市販品を入手した。ついで89食品種をその化学的  

性質により13の食品群に分別し，分析試料とした。  

なお，ⅩⅣ群に飲料水を加えた。表－1に採取食品名と  

1日摂取量および最終分析試料重量を示した。   

2．分析方法：前処理法および測定法の概略を図－1  

－4に，各項目の定量限界値を表－2に示した。  

Ⅲ 調査結果および考察  

1．農薬，PCB   

食品群別の農薬，PCB濃度，1日摂取量および水分  

含有量を表－3に示した。なお，真に記載しなかったが，  

アルドリン，エンドリン，OP′LDDE，OfyLDDT，PP′  

－DDD，OPJDDD，フユニトロチオン，ダイアジノ  

ン，フユントエート，DDVP，ジメトエー上 フェン  

チオン，CNP，NIP，X－52，モリネート等は定量  

限界値以下であった。次に農薬，PCBの食品群別摂取  

量比を義一4，図－5に示した。   

農薬，PCBの大部分は動物性食品群（X群：魚介規，  

′▲  

千葉県衛生研究所  
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表－1 採取食品名と1日摂取量  

Na  食品群名   食  名   
一目摂取量 （9）  最終分析試料 重量（9）  採取 日数   

Ⅰ 米，加工品  精白米（3），餅，赤飯   215．4  25 6 3．4   3日分   

押麦，小麦，食パン，フランスパン，アンパ  
ン，クリームパン，ゆでめん（うどん，中華，  n   
日本麺），乾麺（日本麺，そう麺，マカロニ  

Ⅱ 穀類，種実類，  
芋類   フレーク，バターピーナツ ，からつき落花生，  

アーモンド，カシューナッツ，さつまいも，  
コンニャク，しらたき，ポテトチップス   

砂糖，ハチミツ，イチゴジャム，ママレード，  
キャラメル，ドロップ，あられ，せんべい（  

u  

Ⅲ 砂糖菓子類    揚げ，塩，醤油），カステラ，ショートケー  20日分   
・ 

ご；ト 

Ⅳ 油脂規   バター（2），マーガリン（2），サラダ油（2），ゴマ  
油，ラード，マヨネーズ，ドレッシング   1015   50日分   

みそ（3），豆腐（絹，木綿，焼，卵），油揚，  
Ⅴ 豆 類  がんもどき，納豆，こうや豆腐，豆乳，煮豆  

（きんとん，白きんとき，大豆こんぶ，うぐ  
20日分   

いす豆）   

夏みかん，グレープフルーツ，オレンジ，レ  
モン，サンフルーツ，リンゴ（2），バナナ（2），  

Ⅵ 果実類  ツ、  10日分   
トォ，  

グレープフルーツ）   【  
l  

ニンジン，ホーレンソウ，ピーマン，アスパ  

Ⅶ 緑黄色野菜類   ラ（緑），かぶ（葉），ブロッコリー，小松菜，  6 2．3  17 6 3．1   30日分   
ニラ，セロリ，カボチャ，レタス  

大根，玉ネギ，トマト，キャベツ，キュウリ，  
白菜，どぼう，さやいんげん，そら豆，たけ  

し  
Ⅷその他野菜，き   10日分  

めこ，しいたけ（生），しめじマッシュルー  
ム，あさくさのり，ひじき，わかめ，ところ  

のこ楓海草規  
・ 

Ⅸ 調味・嗜好・飲  ：（2）， 
料   コーラ，コーヒー，紅茶，日本茶   

マグロ，かノオ，カレイ，タイ，キンメダイ，ア   
ジ，イワシ，サバ，ニシン，サンマ，サケ，マス，  
イシモチ，スズキ，タチウオ，ハマチ，プリ，ホ  
ッケ，ウナギ（蒲焼），イカ，エビ（2），カニ，タコ，  

， 80．8  
J  

20日分  
Ⅹ 魚介類  

jバ，赤貝，サケ，サンマ），仙煮（こうなこは  
ぜ），カマボコ（2），ちくわ，さつまあげ，はんペ  
ん，魚肉ソーセージ（2）   

牛肉（肩肉，バラ肉），豚肉（モモ吼バラ肉） 

氾 肉，卵規   
， ・ 
、， l16．1  1588．2 15日分   

ウズラ卵  

Ⅶ 乳 類   
牛乳（4），チーズ（2），ヨーグルト，ヤクルト 
アイスクリーム（2）   

Ⅷ窒孟食品その他  ぎょうざ（2），しゅうまい（2）．コロッケ（2），サ ラタ小㈲ 2 0 8 6．6  150日分  ，即席カレー，即席グラタン，酢   

ⅩⅣ 飲料水   水道水   600  
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図－1 殺虫剤農薬 分析法  図－2 除草剤農薬 分析法  

検体（Ⅰ－Ⅲ，Ⅴ－ⅩⅢ群209） 検体（Ⅳ群39）  検体150g （Ⅳ群 209）  

Na2 説：）4 30g  アセトニトリル分配  アセトン，n－ヘキサン抽出  
アセトニトリル  

40mgX3  脂   肪  

n－ヘキサン：アセトニトリ   
2％Na2 SO4 300mゼ  1 ル分配（1‥2）  

n－ヘキサン 15mゼ  

j, lOmゼ   

n－ヘキサン200mgX2  

AgNO3 フロリジルカラム 39  

ト  
F－1  硝酸銀－フロリジル（69）   

3％ベンゼン含有n－ヘキ  
サン100舶   

′－  1  

アビセル一店性炭  
（10：1）アセトン200mg  

F－2  

2％酢エチーn－ヘキサン 10％酢エチーn－ヘキサン  
100mg   100mゼ  

EDCrGC  FPD－GC  

（5＋5）％QF－1＋  10％bc－200  

0V－17  2％QF－1  

2％DEGS＋0．5％H3PO4  （燐系農薬）  

（塩素系農薬）  

ECD- GCC 

2％0V－17，2％QF－1   

FTD－GC  

5％0V－210，3％SE－30  

4％0V－17＋3％QF－1  
2％DEGS＋0・5％H3PO4（Molinate，Benthiocarb）   

（NIP，CNP，XL52）  

図一3 PCB 分析法  図－4 金属 分析法  

検体209（Ⅳ群109）  1検体 509（Ⅳ群 59）  

硫酸一硝酸一過塩素酸分解  ケン化（IN－KOH－エタノール 50mg）  

。－ヘキサン抽出（5。磁×3）  

シリカケルカラム（59）  

n‾ヘキサン100〟   

ECD－GC  

2％0V－1  

（PCB，数値化法）  

DDTC－MIBK法  
J       〉   

フレームAA   

（Cu）  

Gut∠eit法   

（As）  
直接フレームAA   

（Na）  

′－  

2 検体（Ⅰ－Ⅲ群209）（Ⅳ群10タ）（Ⅴ－ⅩⅢ群509）  

乾式灰化  （5000c）  

DDTトMIBK モリ  

フレーFム姐  

（Cd．Ni．Pb）  

（P）  

直接フレームAA  

（Zn，h／In，Fe）  

1％Sr添加  

（Ca，Mg，K）   

3 検体10タ  

‾  
硫酸一硝酸∵過マンガン酸還流法  

フレーム還元気化法  

（Hg）  
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表－5 農薬，PCBの1日摂取量の比較  

千  葉  畏  全国平均値  A  D  t  

J月 日  
（ug／day／man）  （ug／day／man）  くUg／day／50ト壱）   

α－BHC  0．2 09」   1．0 8  
メーBHC  0．32 SO   0．78   
「－BHC  00 86 8   0．3 2   5 0 C   

∂－BHC  0．015 9   0．0ヰ 3   

T－BHC  0．63 7】   2．2 3   

P′P′－D［）E  0－3 7 9 2   1．3   
P′P’－DDT  り．010 9   1．08   

P’P′－DDD   （一）   0．39   

○′㌣」DDT   （－）   0．2 3   
T－DDT  0．3901   3．0  250  

Diel（】rir  0．61   ⊃  
（Aldrin含む）   

Hepta一   0．04 9 3   0．17  

epo）こ de  

マラチオン   （－）   1．4   JOO   

＼1EP   （－）   1．01   2う 0   

ダイアノノン   （－）   l．2 2   100   

PCB  l．17   250   
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図一5 食品群別農薬摂取量比  

（1）Na：通常所要量は39とされているが，他の栄養  

素と異なり，長期にわたる過剰摂取は高血圧の原因とな  

るので，生体の必要量を満す範囲内で少ない方が望まし  

い。本淵査結果では3．29であり，適切な摂取量と考えら  

れる。Na摂取の多いのはⅨ群で全体の48．4％を占め，食  

塩が原因である。  

（2）K：生体の0．2％を構成するというKの所要量につ  

いては，健康で普通の食事を摂取していればその不足は  

′■まずないことから，所要量は示されていない。群別寄与  

率ではⅢ，Ⅳ∴Ⅷ群が低く，その他からはまんべんなく  

摂取している。   

（3）C。：所要量は成人男女で60伽完である。本源吉葉  

は483mダと不足していた。群別寄与率でみると，Ⅶ群が  

25．4％と高く，Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅸ，XⅢ群が低い。  
4）  

（4）鴫：所要量は成人でおよそ220～2抑mダ程度が妥当  

と考えられているが，本調査結果では269m9とその範囲  

内に入っていた。群別寄与率でみるとKと同様に，Ⅲ，  

Ⅳ，XⅢが低く，その他からはまんべんなく摂取している。  

（5）P：Ca氏謝と関係が深く，生体にとって不可欠の  

栄養素で，その所要量はCaの1－1．5倍とされている。  

しかしながらPの摂取量不足は起りえないと考えられ，  

むしろ過剰に注意しなければならない。本調査結果でも  

P摂取勤ま1104TngとCaの摂取量に較べて，P摂取過多と  

考えられる。Pの寄与率の高い食品群はⅠ，Ⅱ，Ⅹ，M  

群で各々15％前後であった。  

（6）F。：所要量は成人男子10mタ，成人女子12選である  
が，本調査結果では10．3mダで，男子では上廻るものの，  

女子では不足していた。群別寄与率では［，＼Ⅶ，Ⅹ，氾  

群が15％と高く，次いでⅠ，Ⅴ∴Ⅶ群が10％を占めてい  

る。   

2）Cu：MnおよびZn   

微量必須元素であるCu，Nh，Znの1日摂取量について  

全国平均値に較べると，M皿が若干低く，Cu，Znははぼ  

同水準であった。寄与率をみると，3金属ともⅠ群が高  

く，前回の調査）と同様な傾向であった。   
3）総Hg，Cd，Pb，AsおよびNi   

前回の調査に較べると，Pb，Asが低く，Niが高くなっ  

ていた。また，全国平均値に較べると，Asが低く，その  

他は同水準である。Asが低いのは魚介類からAsが少なく  

なったことが原因である。群別寄与率でみると，総Hg  

は96％がⅩ群由来で，Asは1Ⅶ群が80％を占めていた。  

なお，Ⅷ群のAsは海草が原凶である。表－7で示すよう  

に，A・D・Ⅰの定められている，Pb，Cd，総Hg，As  

はすべてA・D・Ⅰ値を大きく下廻っていた。  
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千葉県における日常食品からの環境化学物質の一目摂取量（第Ⅲ報）  
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表－7 各金属の1日摂取量の比較  

項 目   千 葉 県   全国平均値l 
（g。y）   

Na （mg）  3195  
K  （mg）  2044  4450  ン  
Ca（mg）  483．6   ．7  6。0   

Mg  （mg）   
26 9．2   257．1   220－290   
110 4   1023   

Fe  （mg）   10 3 6 2   1005 0  10   
Cu  （〟g）   12 74   1383   
Mn  （〟g）   310 2   39 66   
Zn  （〟g）   910 0   
Ni （〟g）   182．0   

12．87   9．1  40  
25 ∈笠  2 7．0 5   3 7．3  60－70   

▲4  

As（〟g）   9 6 4 5        2 0 0．1                                                        Pb（ルg）〈  49．2   54．89  1 0   

2） 内山 充（1983）：日常食品中の汚染物摂取量調  Ⅳ まとめ  

1．農薬，PCBの大部分は動物性食品群（Ⅹ，氾，  

Ⅶ群）由来であった。その値は全国平均値に較べ全ての  

項目で下廻っており，A・D・Ⅰ値の定められていた農  

薬，PCBも全てA・D・Ⅰ値以下であった。   

2．金属の中で，Ca，Feは不足，Pは過剰であった。  

A・D・Ⅰ値の定められているPb，Cd，Hg，Asはすべ  

てA・D・Ⅰ値以Fであった。  
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